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七
月
の
豪
雨
の
被
害
に
あ
わ
れ
、

今
も
大
変
な
日
々
を
お
く
ら
れ
て

い
る
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
北
校
区
は
、

氾
濫
す
る
と
二
階
ま
で
浸
水
し
ま

す
。
災
害
の
少
な
い
と
さ
れ
て
い

た
直
方
市
で
も
こ
の
時
、
避
難
指

示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
障
が

い
の
あ
る
息
子
と
の
避
難
を
た
め

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
準
備

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
雨
の
中
、

避
難
所
ま
で
の
道
中
や
そ
こ
で
息

子
が
対
応
で
き
る
の
か
な
ど
、
心

配
ば
か
り
で
し
た
。
私
は「
二
階
に

二
人
で
い
よ
う
。
大
丈
夫
よ
。」
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
直
方
市
は

大
き
な
難
は
逃
れ
ま
し
た
が
、
多

く
の
情
報
が
入
っ
て
も
「
ど
う
に

か
な
る
の
で
は
」
と
い
う
私
の
思

い
は
、
息
子
の
命
さ
え
も
奪
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
「
早
め
」の
判
断
・
行
動
は「
命
」

に
直
結
す
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を

肝
に
命
じ
、
こ
れ

か
ら
も
来
る
か
も

知
れ
な
い
災
害
に

備
え
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

（
田
中
）
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ご
存
知
で
す
か
？　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、会
議
室
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

詳
細
等
お
気
軽
に
ど
う
そ
。　
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生活困窮者緊急支援事業
生
活
困
窮
者

緊
急
支
援
事
業
と
は

　

何
ら
か
の
理
由
で
生
活
が
窮
迫
状
態

と
な
っ
た
人
に
対
し
て
、
改
善
が
見
込

ま
れ
る
場
合
、
一
時
的
に
住
居
及
び
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
自
立
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。
あ
く
ま
で
他
法
優
先
の
支

援
で
あ
り
、
緊
急
一
時
的
な
場
合
を
想

定
し
て
い
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
る
支

援
は
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
社
会
福
祉
法
人

が
参
加
す
る
の
か

　

平
成
28
年
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
に
公
益
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の
整
備
と
充
実

的
な
担
い
手
と
し
て
の
役
割
と
、
他
の

事
業
主
体
で
は
困
難
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
公
益
性
・
非
営
利
性
を
備
え
た
法
人

本
来
の
在
り
方
を
徹
底
す
る
観
点
か
ら
、 

社
会
福
祉
法
改
正
後
、
地
域
の
た
め
に

施
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
必
ず
し
も

新
た
な
取
組
の
実
施

を
義
務
付
け
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
内
社
会
福
祉
法
人

と
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
話
し
合

い
を
重
ね
た
結
果
、「
市
民
が
困
窮
し
て

生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
」

と
い
う
こ
と
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
期
待

　

こ
の
事
業
は
平
成
30
年
９
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。
参
加
法
人
の
施
設
玄

関
に
は
「
生
活
困
窮
者
緊
急
支
援
事
業 

実
施
法
人
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
参
加
法
人
へ
窓
口
と
し
て
ご
相

談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

社
協
だ
よ
り
を
と
お
し
て
、
直
方
市

社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
は
な
く
市
内

参
加
社
会
福
祉
法
人
と
一
緒
に
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
を
、
住
民
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
事
業
の
幅
も
広
が
り
を

み
せ
る
と
思
い
ま
す
。
各
社
会
福
祉
法

人
が
運
営
し
て
い
る
事
業
は
様
々
な
分

野
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
緒
に
な
っ

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

各
法
人
の
強
み
や
法
人
同
士
の
繋
が

り
・
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
住
み

よ
い
豊
か
な
直
方
市
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

市内の社会福祉法人が参加する

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
と
も
と
社
会
福
祉
法
人

は
よ
り
高
い
公
共
性
と
、
社
会
福
祉
の

向
上
を
実
現
す
る
公
益
性
を
合
わ
せ
も

つ
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
事
業
の
中
心

取
り
組
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
組
内
容
は
、
法
人
の
経
営
方
針
や

地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
様
々
で
あ

り
、
法
人
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。
既
に
法
人
に
お
い
て
実

　

例
え
ば
、
食
の
支
援
で
い
う
と
、
急

な
出
費
（
医
療
費
な
ど
）
で
食
費
に
充

て
る
お
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
骨
折
し
て
料
理

が
で
き
な
い
の
で
治
る
ま
で
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
他
の
手
立
て
を
一
緒
に

考
え
、
知
り
得
て
い
る
情
報
を
お
伝
え

い
た
し
ま
す
。

食
の
支
援
…
現
物
支
給
で
す
。

住
居
の
支
援
…
原
則
14
日
間
以
内

と
し
て
い
ま
す
。

小
口
資
金
貸
付
…
後
に
収
入
が
あ
り

返
せ
る
と
い
う
見
込
み
が
あ
る

人
が
対
象
で
す
。
返
せ
る
見
込

み
が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
貸

す
こ
と
は
今
後
の
生
活
を
更
に

苦
し
く
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
す
。
今
後
の
生
活

の
見
通
し
が
つ
か
な
い
貸
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

生 活 困 窮 者 支 援 の し く み

（
社
福
）
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

市

内

の

社

会

福

祉

法

人

（
生
活
困
窮
者
緊
急
支
援
事
業
実
施
法
人
）
← 

玄
関
等
に
表
示

相談室や一時
待機場所の確保

食の支援
一時入所が伴う時

一時入所
※住居支援が同時に
２世帯以上必要な時

連　携

相 談 相 談

給 付 給 付

無 料 無 料

連 絡 会
出張相談
送　　迎

食の支援
協力事業者より
弁当の提供後、
手渡しで給付

住居の支援
広い部屋とトイ
レがある建物を
一時的（概ね２週
間以内）に住居場
所として提供

小口資金貸付
生活保護費等の
支給が見込まれ
る場合、つなぎ
の生活費（１万円
を限度に必要額）
の貸付け

専門的相談

生

活

困

窮

者

等

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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一
昨
年
４
月
に
施
行
し
た
『
障

害
者
差
別
解
消
法
』
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
直
方
市
は
「
障
が
い
に

よ
る
差
別
を
解
消
し
共
生
社
会
を

め
ざ
す
直
方
市
条
例
」
を
、
県
内

で
は
政
令
市
に
次
い
で
６
月
に
制

定
し
ま
し
た
。

　

目
的
と
し
て
は
、
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
障
が
い

者
へ
の
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
全
て
の
人
が
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と

「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」と
は
、

障
が
い
を
理
由
に
、
正
当
な
理
由

な
く
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
機
会
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、

条
件
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
「
合
理
的
配
慮
の
不
提

供
」
と
は
、
障
が
い
者
か
ら
何
ら

か
の
配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明

が
あ
っ
た
場
合
や
、
加
え
て
意
思

の
表
明
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

何
ら
か
の
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
き
は
、

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
、
お
金
や

労
力
な
ど
過
重
な
負
担
に
な
ら
な

い
範
囲
で
行
わ
れ
る
配
慮
を
し
な

い
こ
と
で
す
。
一
例
と
し
て
、筆
談
、

読
み
上
げ
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
配
慮
な
ど
で
す
。

※
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
市
は

法
的
義
務
、
市
内
事
業
者
は
努
力

義
務
と
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に

関
す
る
相
談
は
「
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
の
ん
」
な

ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

機
関
に
て
解
決
が
難
し
い
場
合
に

は
、
市
長
が
助
言
や
あ
っ
せ
ん
を

行
う
事
案
か
、「
直
方
市
障
が
い

者
差
別
解
消
調
整
委
員
会
」
が
適

否
を
判
断
し
た
後
に
、
解
決
を
図

り
ま
す
。 

（
藤
田
）

「
直
方
市
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
」（
通
称
）が

７
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

図書室

相
談
体
制

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止

著
　
者
　
楠
木　

新

発
行
所　

中
公
新
書

「
定
年
後
」

五
十
歳
か
ら
の
生
き
方

終
わ
り
方

法
人
名

主
な
事
業
所
名

浄
蓮
福
祉
会

浄
蓮
寺
保
育
園

植
木
保
育
園

新
生
福
祉
会

新
生
第
一
保
育
園

新
生
第
二
保
育
園

頓
野
児
童
福
祉
会

ポ
ッ
ポ
保
育
園

下
境
保
育
園

お
ん
が
の
会

お
ん
が
の
保
育
園

む
つ
み
福
祉
会

新
入
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

感
田
福
祉
会

感
田
保
育
園

丸
山
福
祉
会

丸
山
保
育
園

萬
福
寺
福
祉
会

萬
福
寺
さ
く
ら
保
育
園

子
育
て
の
里
福
祉
会
若
草
保
育
園

の
ぞ
み
福
祉
会

障
害
者
支
援
施
設　

の
ぞ
み
園
直
方

鶴
林
福
祉
会

障
害
者
支
援
施
設　

つ
む
ぎ
の
里

友
愛
会

障
害
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

明
幸
学
園

緑
樹
会

直
方
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
多
機
能
型
事
業
所

恵
寿
会

ケ
ア
ハ
ウ
ス　

め
ぐ
み

丹
頂
会

経
費
老
人
ホ
ー
ム　

丹
頂
園

誠
光
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

長
光
園

佳
寿
会

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所　

ス
マ
イ
ル
直
方

正
勇
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ソ
レ
イ
ユ
湯
野
原

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅  

あ
べ
り
あ
福
智
の
丘・福
智
の
里

直
方
援
護
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム　

芳
寿
園

風
会

障
害
者
支
援
施
設　

た
か
み
学
園

生
活
困
窮
者
緊
急
支
援
事
業

市
内
参
加
社
会
福
祉
法
人
一
覧
表

※
平
成
30
年
８
月
15
日
現
在
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

現
時
点
で
参
加
意
向
を
示
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
も
あ
り

ま
す
が
、
事
務
手
続
き
上
な
ど
の
理
由
で
検
討
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
参
加
す
る
社
会
福
祉
法
人
は
社
協
だ

よ
り
に
て
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

情

報

の

広

場

　

終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
。

50
代
に
な
る
と
、
自
分
は
も
う
ロ
ー

ト
ル
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
会
社

員
も
少
な
く
な
い
。
で
も
、
60
歳
か

ら
の
人
生
に
お
け
る
自
由
時
間
は

８
万
時
間
も
あ
る
。
こ
れ
は
20
歳
か

ら
働
い
て
60
歳
ま
で
40
年
間
勤
め

た
総
実
労
働
時
間
よ
り
も
多
い
の

で
あ
る
。

　

定
年
後
の
持
ち
時
間
は
決
し
て

少
な
く
な
い
。
若
い
時
に
華
々
し

く
活
躍
す
る
人
も
多
い
。
そ
れ
は
そ

れ
で
素
晴
ら
し
い
。
た
だ
悲
し
い

こ
と
に
、
人
は
若
い
時
の
喜
び
を
い

つ
ま
で
も
貯
金
し
て
お
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
大
会
社
の
役
員
で
あ
っ

て
も
、
会
社
を
辞
め
れ
ば「
た
だ
の

人
」で
あ
る
。
一
方
で
、
若
い
時
に

は
注
目
さ
れ
ず
、
中
高
年
に
な
っ
て

も
不
遇
な
会
社
人
生
を
送
っ
た
人

で
も
、
定
年
後
が
輝
け
ば
過
去
の
人

生
の
色
彩
は
一
変
す
る
。

　

そ
う
い
う
意

味
で
は「
人
生
は

後
半
戦
が
勝
負
」

な
の
で
あ
る
。

（
広
田
）

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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集

編

後

記

　

最
近
「
終
活
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
は
誰
で

も
人
生
の
終
わ
り
を
迎
え

る
わ
け
で
す
が
思
い
通
り

に
は
な
ら
な
い
人
生
を
ど

の
よ
う
に
締
め
く
く
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お

墓
や
預
貯
金
の
事
も
大
切

で
す
が
、自
身
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
、

家
族
に
対
す
る
感
謝
や

様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
い

つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い

自
分
の
人
生
を
終
わ
り
か

ら
逆
算
し
て
今
日
を
ど
う

生
き
る
の
か
を
考
え
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
石
黒
）

「赤い羽根
共同募金運動」

が始まります

平
成
30
年
５
月
11
日
か
ら
平
成
30
年
８
月
10
日

６
件　

合
計
金
額　
　

１
１
０
，０
０
０
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

ご
寄
付あり

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
典
返
し
寄
付
金

●
下
　
境
　　
　

梶
木　

和
江

●
下
　
境
　　
　

山
本　

善
行

●
植
　
木　
（
故
）上
野　
　

操

●
上
新
入　
（
故
）柴
田　

史
夫

●
頓
　
野
　　
　

南　
　

静
美

第14回男性介護者のつどい　参加者募集
　介護苦によって孤立することのない地域を目指
し、今回はみずほ内科・歯科クリニックの認知症
サポート医 輪田順一副院長を交えて、日常生活の
悩みなどを意見交換します。
■と　　き
　平成30年10月６日（土）　10時から12時
■と こ ろ　直方市総合福祉センター
　　　　　　（直方市大字山部616-145）
■対 象 者
　�男性介護者の人（奥様やご両親などを介護して
いる人。もしくはその経験をされた人）

■共　　催　認知症の人と家族の会直方
■申 込 み　TEL・FAX・メールなど
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会
　TEL0949（23）2551　FAX0949（23）2552
　E-mail��nogata-shakyo@fuga.ocn.ne.jp

　今年も10月１日から12月31日までの３ヶ月間、
赤い羽根共同募金運動が全国で一斉に展開されます。
　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援
するための募金として社会福祉法に位置づけられ、市
内の高齢者、障害者、子どもたちやボランティア活動
など、様々な地域の福祉活動を支えています。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

赤い羽根のホームページ
http://www.akaihane.or.jp/

直方市社会福祉協議会職員を募集します
〈事務局 正規職員〉
■採用予定数　１名
■受験資格　下記の全てに該当する人
　＊平成５年４月２日以降に生れた人
　＊�社会福祉士の資格を有する人、又は社会福祉士国家試験
の受験資格を有する人

　＊�普通自動車運転免許を有する人、又は採用までに取得見
込みのある人

■試験日程　１次�11月３日（土・祝）��２次�11月23日（金・祝）
■申込受付期間　９月18日（火）～10月17日（水）まで
　※�募集要項・申込書は、直方市社会福祉協議会事務局、又は
ホームページhttp://www.nogatashakyo.org/から入手
できます。（郵送可）

■問い合わせ　直方市社会福祉協議会��TEL0949（23）2551

「平成30年度福祉まつり」 開催します
　毎年多くのボランティアの方々に支えられて開催して
いる福祉まつりです。
　各種ステージや手話コーラス、見えにくさ体験・車い
す体験・高齢者体験などの各福祉体験コーナー、おいし
い食べ物や物販など催し物が目白押しです。
　どなたでも自由に参加できますので、ぜひお気軽に遊
びに来てください。
■と　　き　平成30年10月28日（日）
　　　　　　９時30分から14時30分（予定）
■と こ ろ　直方市体育館（直方市直方674-25）
　　　　　　※�ＪＲ直方駅から（まで）の無料送迎バスを下記

のとおり運行します。
　行き…ＪＲ直方駅発　第１便：8時30分��第２便：9時10分
　帰り…直方市体育館発　福祉まつり終了15分後
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会��TEL0949（23）2551

点字講習会（入門編）受講者募集
　点字の基礎を学び、実際に点字を打ち、点字の文章を
訳すまでを学習します。点字や視覚障害について、一緒
に学びませんか。
■と　　き　�平成30年10月４日（木）から11月22日（木）
　　　　　　までの毎週木曜日（全８回）10時から12時まで
　　　　　　※全てに参加できなくても受講できます。
■と こ ろ　直方市総合福祉センター
　　　　　��（直方市大字山部616-145）
■参 加 費　テキスト代として300円
■募集人員　20人
■主　　催　点訳サークルきつつき
■協　　力　直方市社会福祉協議会
■問い合わせ　直方市社会福祉協議会��TEL0949（23）2551

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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